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可視性を使用して先進的なクラウドの複雑性を低減
 複雑性は、先進的なクラウド環境における最大の課題の 1 つです。ハイブリッドクラウド環境は、
複数の異なるクラウドプロバイダー、コンテナ、物理インフラストラクチャにまたがるので、システ
ムやサービス間の依存性や関係が見えにくくなることがあります。このように可視性に欠けること
から、潜在的なセキュリティ問題の特定が困難になり、またリソースの無駄やパフォーマンスの低
下につながります。

 可観測性があれば、どのシステムがデプロイされ、どのように関係して相互作用し、どのようなパフォー
マンスであるか、インフラストラクチャ全体の状況を把握できます。

 このように状況を認識できると、チームがインシデントをより正確に認識し、よりすばやく効果的に対
応する自動化を作り出せる基盤が出来上がります。 

イベント駆動型自動化でインテリジェンスに基づいて行動
 大規模な環境では、インシデントが瞬時に発生し、問題が次々と連鎖することがあります。
Red Hat® Ansible Automation Platform に含まれる Event-Driven Ansible® は、リアルタ
イムイベントに関する情報を受け取り、自動的にルールブックを起動し、どのような対応が適切で
あるか決定し、問題を解決して重要なアプリケーションや環境への影響を短時間で低減します。

 Dynatrace は Event-Driven Ansible のイベントソースとして機能します。Dynatrace はインフラストラ
クチャ内のすべてのサービスおよびシステムの状態を継続的に監視するので、インシデントの根本原因を
特定し、この具体的な情報を Event-Driven Ansible に送信できます。Ansible のこの機能は、変更のロー
ルバックや構成の更新など、所定の問題に対して定義されたあらゆるアクションを実行できます。このと
き、Dynatrace は変更が行われたことを検出し、さらには問題を起こしていた状況が解消され、サービス
が正常に復元されたことも検出できます。

 このアプローチをクローズドループの自動化と呼びます。 

 インシデントのライフサイクル全体に対してこの種の明確な可視性がチームに役立つことを示す、具体
的なユースケースがいくつかあります。

 � 自動化された応答によるアプリケーションの修復：アプリケーションにパフォーマンスの問題がある
場合、Dynatrace は問題がなぜ発生したかを突き止め、Event-Driven Ansible に通知します。これに
より、適切なユーザー定義の対応 (更新のロールバックなど) を開始できます。

 �セキュリティへの応答時間の短縮：セキュリティインシデントへの対応には、影響するシステムをオンラ
インにする、代替サービスをデプロイする、ネットワーク構成を変更するなど、さまざまな多数のタスク
が要求されます。これらのタスクを自動化すると、脅威の範囲の制限に役立ちます。Dynatrace は脅
威とそれによって影響を受けるリソースの両方の特定を支援し、Event-Driven Ansible はポートやネッ
トワーク構成の変更やセキュリティオペレーターへの通知など、アクションを即座に実行できます。

「Dynatrace はデータか
ら回答とアクションを引
き出します。Dynatrace 
が AI を活用して出す 
正確な回答を Ansible 

Automation Platform に
拡張すると、運用効率を
さらに引き上げ、デジタル
サービスのパフォーマン
ス、信頼性、セキュリティ

を向上できます」

Stefan Greifeneder 氏  
Dynatrace 

プロダクトマネジメント担当 VP

Dynatrace と Ansible 
Automation Platform の 
組み合わせによるメリット：
平均解決時間 (MTTR) の短縮：
実際のインシデントの対応時間
が、1 時間以上から 1 分未満に 
短縮されました。

偽陽性やアラートストームの 
削減：因果関係 AI による根本 
原因分析で、ビジネスコンテキス
トに応じてアラート数を削減し、
重要な問題のみにします。
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Dynatrace の可観測性の仕組み
 Event-Driven Ansible は強力なツールですが、そのパワフルさをどこまで発揮できるかは受け取る
イベント情報によって決まります。Dynatrace と Event-Driven Ansible は相互に補完しあうことがで
き、Dynatrace は高品質な知見を提供し、Event-Driven Ansible がそれをアクションに変換します。
Dynatrace の可観測性は複数のコア機能を中心に構築されています。

 �ハイパーモーダル AI：Dynatrace には、ビジネスコンテキストおよび環境内の要素間の関係に基づい
て構築された Davis™ と呼ばれる人工知能 (AI) エンジンが搭載されています。その機能は機械学習の
入力に基づく統計的な推測に限定されません。Davis はその時点での一意のインフラストラクチャ環
境に基づいて対応します。Dynatrace の AI へのアプローチはハイパーモーダルで、予測および生成 AI 
の機能も取り入れています。

 � 動的トポロジー：Dynatrace はインフラストラクチャ全体の中から新しいエンティティを継続的に発
見し、エンティティ間の関係と依存関係のすべてをマッピングします。この Smartscape™ トポロジー
は、根本原因を突き止めるのに役立ち、ビジネスインパクトをリアルタイムで評価できます。

 � 因果関係データレイクハウス：Dynatrace の Grail™ データレイクハウスは超並行処理 (MPP) エンジ
ンで、セキュリティ、ビジネス、可観測性のデータを統合します。これにより Davis により包括的で正確
なデータが提供され、AI 駆動型の正確な回答が即座に得られます。

 可観測性に対するこのアプローチでは、リアルタイムの正確なデータとコンテキスト認識の AI が組み
合わされています。そのため、Event-Driven Ansible のデプロイメントにより良い情報が提供され、IT イ
ンテリジェンスからより優れた応答を自動化できます。

複雑性の低いアクションを自動化して高いインパクトを得る
 Dynatrace と Event-Driven Ansible は大量または複雑性の低いタスクを自動化することで、技術チー
ムのパフォーマンスに最大の効果を上げることができます。チームが単純な反復タスクに長い時間を費や
すことがよくあります。このようなタスクの処理に役立てるためにオリジナルのスクリプトを作成しても、そ
の管理や保守にかかわる多くの「技術的負債」があります。また、問題のトラブルシューティング、適切
なパッチの特定、パッチの適用にかかわる時間もあります。これらが相まって、最初から最後まで労力と
チャーンを伴う時間を要するプロセスとなります。これらのタスクを自動化すると、従業員の労働時間を
削減できます。

 しかし、効果を最大にするには、高品質でリアルタイムの知見が必要です。大部分の組織1 は平均して 
10 種類の監視ツールを使用していますが、インフラストラクチャの 9% しか把握できていません。可観測
性と自動化を組み合わせると、効果的なアクションを生み出せます。自動化ルールを作成するだけでなく、
このルールをいつどのような場面で実行するのか知っておくことが重要です。これこそが、Dynatrace の
可観測性と Event-Driven Ansible がひとつとなって実現するものです。

Dynatrace と Ansible 
Automation Platform の 
組み合わせによるメリット  
(続き)：
生産性の向上：効果的な自動化
戦略により、チームのパフォーマ
ンスが 35% 向上します。1

59% の CIO が、より自動化され
たアプローチで ITOps に取り組
まないと、チームはクラウドの 
複雑性に立ち向かえないと回答 
しています。2

 1 Red Hat 導入事例、「Cepsa、Red Hat Ansible Automation Platform で効率を向上」、2022 年 5 月 27 日。
 2 Dynatrace、「CIO research report」、2022 年。
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Red Hat について
Red Hat は、受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティングサービスをお客様に提供し、複数の環境にわた
る標準化、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、複雑な環境の統合、自動化、セキュリティ保護、運用管理を
支援します。
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さらに詳しく 

 � Dynatrace と Event-Driven Ansible についての Dynatrace Perform 2023 セッションを視聴する

 � e ブック「イベント駆動型の自動化で IT 運用にイノベーションとレジリエンスを組み込む」を読む

Dynatrace について
 Dynatrace の統合されたソフトウェア・インテリジェンス・プラットフォームは、極めて高度な AIOps に
よる広範で詳細な可観測性と継続的なランタイム・アプリケーション・セキュリティを組み合わせて、デー
タから回答とインテリジェントな自動化を大規模に引き出します。これによりイノベーターは、クラウド運
用をモダナイズおよび自動化し、ソフトウェアをよりすばやく安全に提供し、完璧なデジタルエクスペリエ
ンスを維持できます。
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